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研究成果の概要：ピアフィードバックを取り入れた英語ライティング指導を大学で継続的に行

い、実際に学生がどのようなインタラクションを互いに行い、この経験をどのように捉えるの

か、指導後英語ライティング力に向上がみられるのか、という観点からその有効性を調べた。

ライティング力には統計上の有意差はなかったが、学生は総じてピアフィードバックを肯定的

に捉え、学習者間に多様なインタラクションを生みだす協同学習であることが実証された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 
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2006 年度 1,000,000 0 1,000,000 
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  年度  

総 計 2,800,000 540,000 3,340,000 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 英語ライティング指導における peer 

feedback 
学習者が互いに書いたものを読みあう peer 

reading を行ってコメントをしあう活動は、ピ
アフィードバック（peer feedback）やピアレ
スポンス（peer response）等と呼ばれている。
本研究では便宜上 peer feedback と呼ぶ。日本
では、学習者同士によるグループ学習は、英
語のスピーキング指導でよく用いられるが、
ライティングの指導では従来あまり使われ
てこなかった。本研究者も関わった高等教育
機関における英作文教育の国際比較調査
(Pennington, So, Hirose, Costa, Shing, & 

Niedzielski, 1997）によると、peer feedback は
日本の大学の英語ライティング指導ではほ
とんど用いられていないことが明らかにな
った。 
 
(2) 過去の peer feedback 研究 
ライティング指導における peer feedbackは、

プロセスライティング理論、協同学習理論、
ヴィゴツキーの「発達の最近接領域」の理論、
インタラクションと第二言語習得等の、様々
な理論から、その有効性が認められている
（Liu & Hansen, 2002）。その教育上の価値も
様々な点で認められている。しかし、一方で、
問題点も指摘されている。 
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第二言語（L2）のライティング指導におい
て peer feedback は、プロセス重視の指導が盛
んになる 1980 年代から主にアメリカで用い
られるようになった。そして、peer feedback
に関する研究は 1990 年代からみられるよう
になった。アメリカの高等教育機関で英語を
L2 として学ぶ学生を対象とした先行研究で
は、欧米出身の学習者には効果がある一方で、
教師主導の指導形態に慣れているアジア出
身の学習者には効果があがらなかったとす
る研究がある（Carson & Nelson, 1996）。批判
的なコメントを交換しあうことに慣れてい
ない（日本人を含めた）アジアの学習者は、
グループの和を重んじるが故に、最終的には
個人の書く力の伸長につながる批判的な読
みや feedbackを互いにするのが不得手である
という観察もなされている。一般的に、学習
者は peer feedback よりも、教師による teacher 
feedback の方を好むとする研究もある（Zhang, 
1995）。Liu & Hansen (2002) は、peer feedback
の一般的な問題として、ピアのコメントの不
確実性、時間不足からくる表面的なコメント、
コメントする際の不適切なインタラクショ
ン等をあげている。 

 このように、海外の peer feedback に関する

先行研究の結果から、peer feedback には、使

用する際に問題点や課題があることもわか

っている。 
 
(3) 本研究を着想した背景・動機 

本研究者は、学習者同士による peer 
feedback が英語ライティング指導に果たす可

能性に早くから注目し、大学での英語ライテ

ィング指導に取り入れてきた。そして、その

実践経験を基に、peer feedback の指導上の利

点や留意点などを発表してきた（Hirose, 2001）。
利点として、日本人英語学習者が実際に peer 
feedback の経験を積むことによって、学習者

同士の学びあいが可能であることがわかった。

さらに、学習者が互いに書いたものを読みあ

いコメントをする peer feedback は、読み手と

書き手の双方向的なコミュニケーション活動

である点で、書き手に読み手意識を植え付け

るのに役立つことがわかった。書いたものに

教師だけではなく（複数の）ピアの読み手か

ら何らかの feedback を得る方法は、従来日本

人英語学習者に特に乏しいとされている英語

で書くことに対する意欲を高めることも期待

できることが指導により確認できた。 

最近では peer feedbackはそれ程珍しくはな

くなってきているが、ライティング指導にお

ける peer feedback の研究はまだ多くはなく、

その有効性はまだ検証されたとはいえない。

このような peer feedbackを日本のライティン

グ指導の場に広めるためには、実際に peer 

feedback を継続的に実践し、その効果を検証

する必要があると考え、以下４つの特色があ

る本研究を着想した。 
①  英語ライティング指導に peer feedback

を継続的に取り入れ、その指導効果を実証

的に調べる。 
②  英作文指導に peer feedback を取り入れ

た効果を、指導前・後に学習者が書いた英

作文の比較だけではなく、学習者の英語ラ

イティングに対する意識、態度の比較も行

うことにより調べる。 

③  peer  feedback の方法―例えば、内容（言

語に関するものか、作文内容に関するもの

か）、peer  feedback を一緒に行う学習者の

数、peer  feedback の媒体（口頭か、書面

か）等―により、どのような peer feedback
が効果的なのか、学習者自身が肯定的にと

らえるのはどのような peer feedbackなのか

を探る。 
④ 学習者同士が peer feedbackでどのようなイ

ンタラクションを実際に行うのか、教室で

の peer feedback場面をビデオ撮影して調べ

る。 
 
本研究の独創性は、上記のような様々な観

点から peer feedbackの有効性を調べる点にあ

る。本研究の結果は、今後の L2 ライティン

グ研究だけではなく、我が国における英語ラ

イティング指導に具体的な教育的示唆を与

えることが期待できる。つまり、本研究は英

語ライティング教育への応用を視野にいれ

た実践的な研究である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、peer feedback を英語ライティ

ング指導で実際に継続的に用い、その指導効

果を実証的に調べることを主目的とする。指

導前・後の学習者の英語ライティング力の比

較をするだけではなく、実際に学習者がどの

ような peer feedback を教室内で行うのか、

そしてその経験を踏まえ、どのような peer 
feedback が望ましいと考えるのか、を探る。

具体的には、以下の３点を明らかにすること

を目的とする。 
① 日本人英語学習者（大学生）はどのよう

な peer feedback を肯定的にとらえるか。 
② どのような peer feedback が、学習者の英

作文力の伸びにつながるのか。 
③ グループの最適サイズはどの位か。 

英語ライティング指導における peer 
feedback の効果は、グループ編成や教師の指

導の仕方によって異なると考えられる。例え

ば、読み手が、① 同性か異性か、② 親しい



 

 

か親しくないか、③ 英語力が同じか異なるの

か（上位か下位か）等によって、feedback の

中身が異なると思われる。さらに読んで

feedback する作文が、① 何について書かれて

いるか、② 英文がうまく書かれているか、③ 
内容が面白いか、等によっても異なる可能性

がある。さらには、feedback をする際に、作

文の言語と内容のどちらが学習者にとってし

やすいのか、又、パートナーにはどのような

feedback をして欲しいと思うのか、学習者の

意識を探る。また、継続的に feedback を異な

る読み手から得つつ、自分自身も異なる相手

の作文に feedback をする経験を重ねることに

よって、① peer feedback 活動に対する学習者

の意識、意欲、達成感等に変容がみられるの

か、② 英語で書くことに対する意識が変わる

のか、換言すれば、英語で書く意欲が高まる

のか、③ 学習者の英作文力の伸長につながる

のか、を調べる。 
 
３． 研究の方法 
 本研究者の英語ライティングの授業(半期)
において、ペアで行う peer feedback を取り入
れた指導を継続的に行い、合わせて毎回教師
による teacher feedback も行った。過去 peer 
feedback を行ったことのない大学生参加者に
対して、以下の調査とデータ収集を行った。 
 
(1) 指導前調査 
① 英語ライティング力の測定 
② 英語で書くことに関する背景・意識アン

ケート調査 
(2) 指導中調査（データ収集） 
① 参加者が毎回授業前に書いた peer 

feedback に用いた英作文 
② 参加者が毎回授業中に書いた peer 

feedback sheet 
③ 口頭での peer feedback 場面（授業ビデオ

撮影データ） 
(3) 指導後調査 
① 英語ライティング力の測定 
② 英語で書くことに対する意識アンケート

調査 
③ 参加者の peer feedback 及び teacher 

feedback に対する意識アンケート調査 
 
これらの各種調査結果及びデータ分析を

基に、① 指導前・後の参加者の英作文力の

比較、② 指導前・後の参加者の英語ライテ

ィングへの態度、意識の比較、③ 参加者の

peer feedback 中のインタラクションの実態、

④ 指導後の peer feedback に対する意識・態

度を調べた。 

 
４． 研究成果 

(1) 研究の主な成果 
① 指導前・後の英語ライティング力の比較 

同条件下で参加者が書いた英作文を、（本
研究とは無関係の）複数のネイティヴ話者の
大学英語教師に採点をしてもらった所、指導
前・後の評価点の間に、統計上の有意差はみ
られなかった。 

 
② 指導前・後の英語ライティングに対する

意識の比較 
 この peer feedbackを取り入れたライティン
グ指導は、参加者には英語力の向上に役立っ
たと捉えられ、英語ライティング力に関して
は自信をつける上で有効性が認められた。 

 
③ peer feedback 中の学習者間インタラクシ

ョン 

データは、教室内で毎時間参加者が書いた
peer feedback sheet を用いて分析した。ビデオ
撮影した口頭での peer feedbackのデータは補
助的に用いた。両データの中身には、共通点
があった。参加者は、最初にパートナーが書
いた peer feedback sheet を読みそれに基づい
て口頭の peer feedbackを始めていたからであ
る。 

分析の結果、参加者は、peer feedback にお

いて、互いの作文の多様な側面に多様な

feedback を行っていることがわかった。具体

的には、作文の内容、語彙、文法、パラグラ

フ等に関わる (a) 質問をする、(b) 感想を述

べる、(c) 提案をする、(d) 関連する情報を提

供する等。特に、作文内容に関する feedback
を行っていることが多い。例えば、内容につ

いて関連する質問をする、知らなかった内容

だったのでとても興味深く読んだ、といった

読後の感想を述べる、等。授業で学んだ英文

パラグラフ構成に関する feedback も多い。例

えば、トピックセンテンスをもっと作文の内

容に合うように specific なものに変えた方が

よいといった提案や、time order を示すつな

ぎの語句が効果的に使われていたのでわか

りやすかった、といった感想等。 

peer feedback には上記のような共通点があ

った半面、feedback で取り上げる点には個人

差もみられた。例えば、常に文法や語彙選択

に焦点をあてる参加者がいる一方で、そうし

た点にあまり注意を向けないで内容に特化

した feedback を行う参加者もいた。feedback
を行うパートナーは毎回変わるので、換言す

れば、参加者は書いた作文に対して、多様な

フィードバックを受けていたことになる。 

 

④ peer feedback に対する参加者の意識・評

価 

参加者は、peer feedback に対して、総じて



 

 

肯定的な捉え方をしていることが明らかに
なった。中でも特に、ピアの作文を読むこと
と、ピアが書いた自分の作文に対する peer 
feedback sheet を読むことが高い評価を得た。
peer feedback を teacher feedback と比較すると、
作文の内容に関しては peer feedbackへの期待
の方が大きい反面、ライティング力を伸ばす
ためには teacher  feedback を期待する傾向
が浮き彫りになった。ピアの作文は誤りを見
つけるというより良い点を見つけようとし
ながら読み、さらに自分の作文に feedback を
するピアからは、誤りの訂正を余り期待して
いないことが明らかになった。参加者が考え
る peer feedbackの成否に影響を及ぼす要因と
しては、ピアの作文トピックや自分の作文を
読んで feedback をするピアの態度（意欲）が
挙げられ、ピア間の親密度や英語力はあまり
関係がないとされた。 
 

(2) 得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 

本研究で peer feedbackの有効性を多角的な
観点から検討した結果、peer feedback が日本
人大学生の英作文力の伸長に寄与すること
は実証されなかったが、学習者同士の多様な
インタラクションを生みだす相互互恵の協
同学習であることが実証され、学生自身もこ
の活動を好意的に捉えたことが明らかにな
った。 
日本人大学生を参加者とした peer feedback

の先行研究では、本研究のようにその有効性
を縦断的に調べたものはほとんどなく、peer 
feedback を受けて書かれた作文が peer 
feedback を取り入れ、その結果、peer feedback
前と比べて向上しているか、短期的な効果が
調べられている（Kondo, 2004）。また、長期
間（1 年間）peer feedback を使った上で学習
者がこの活動をどのように捉えたかを調べ
たとする研究（Kashimura, 2007） においても、
毎回継続的に授業で用いたわけではなく、学
生は 1 年で 3 回しか peer feedback を経験して
いなかった。その結果、「2 度と経験したくな
い」といった否定的な見方をした学生が多か
った、と報告されている。さらには、実際に
peer feedback において日本人学習者がどのよ
うなインタラクションを互いにするのか調
べた研究は見当たらない。 

本研究は、日本の一大学での一実践例に基
づいた小規模の研究であり、その結果を一般
化することはできない。しかし、peer feedback
の研究は、従来英語を L2 とする English as a 
Second Language (ESL) の環境で行われてき
たことから、英語を外国語とする English as a 
Foreign Language (EFL) の環境の日本で得ら
れた本研究の成果は、国外での L2 ライティ
ング研究においても意義があると考えられ
る。 

(3) 今後の展望 
本研究では、大学で半期間 peer  feedback

を取り入れた指導実践例を基に、その有効性
を調べたが、別の学習者（たとえば、異なる
年齢層や異なる英語力レベルの学習者）に対
しても同様の指導を行い、同じような肯定的
な結果が得られるのかどうか調べる必要が
ある。さらに、その指導期間を延長して、そ
の効果を検証する必要もある。そして、peer  
feedback が一般的にライティング指導におい
て有効な学習手段になりうるためには、どの
ような前提条件が教室環境、学習者、指導者
に必要なのか突き止めなければならない。同
時に、さまざまな peer  feedback の方法を教
室で実践して、これをもっと豊かな方法にす
るのが望ましいと考える。 
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